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10月号/建築ス トック社会の現在と今後

編集委員会(平成22年度)
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特集・再生・受け継ぐ・繋がる

ro 

a. .総論

京都から一 “つなぐ"I時代のまちづくりデザイン ・三村浩史

.各論

歴史的建造物の保存修理と今後の展望・平井俊行

まちづくりと連携した市街地型住宅団地再生をめざして

一京都堀川団地における取り組みと展望-・高田光雄

再生 ・受け継ぐ-繋がる・上杉秀隆

京都の者11市景観を色彩の側面から・村上幸三郎

庭園の再生 長岡天満宮 『錦景苑』・山田昌次

曳山から考える伝統木造建築の耐震性・西海期日

ものづくり都市 ・京都まちづくり工業教育から・道越隆夫

日本的な空間への試み・馬庭稔

伝統木造構法を未来につなく・木下孝一
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会告 第17回会員作品特集号“私の空間作法"作品募集

同日本建築協会東海支部復活50周年記念講演会 建築と

都市の宋来を語る

作品作風 京都府家庭支援総合センター・ 京都 府東山警察署庁舎 4

。
(/) 

(/) 太陽生命京都ビル

南泰裕研究室・国土舘大学理工学部建築学系

気配の形成・山口尚之

「京都市建築物安心安全実施言十画」の策定・高木勝英

LEDH日明の普及状況と今後・竹中祐二

南海ビルディング[南海ビル]・山形政昭

6
-
o
o
-
m

一
刀

一
刀

一
刀

の

研究の風景

gallery 

法令コーナー

設備の頁

再 三主
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関西近代建築
」

コ

(1) 

このまちが、好き 雑多な風景と小さな寄り合い場

ーカマン !メディアセンターの日常・平川隆啓

関西の建築界 中西重裕・古谷隆祥

群像

information r札幌聖ミカエル教会とアント二ン・レーモンド展j一三重 40 
大学レーモンドホールと木造モダニスrムの系譜ー 展示会

rENE-WAY2010J開催.UCFA設立記念企画第1回ニッ

ポン建設映像祭.竹中大工道具館開館25周年記念巡回

展棟梁~堂宮大工の世界-.r新発見lなにわの考古学

2010J. r大和百景一館蔵品で巡る奈良 ・大和路-Jきる、

折る、建てる飛び出せ紙ワザ茶谷正洋・亜矢折紙建築

展デイヴィッド・アジャイ展OUTPUT.松伯美術館 「未来

へつなぐ花鳥函J日米メキシコ交流400周年記念 「古代メ

キシコ・オルメカ文明展マヤへの道J.2010イタリア・ ポロー

ニャ国際絵本原画展と 〈特別展示〉タシエス 兵庫県立

美術館で「水木しげる ・妖怪図鑑」

月間の動き 平成詑年 6月分 43 
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本文デザイン日偏普丸

。

ro 
今月の表紙
企画問，剣一博企画写真 ・デザイン花城辰男

~涼むまちなみ~

江戸時代に茶庖や見世物から発展した川床は、 明治に入ると、川の浅瀬の真上

や械の下などへも範囲を広げたとL、われます。

治水工事により高床形式のみが主流となった現在も、河原で涼む風習は受け継

がれ、「仮設的な奥庭JとなってL、る点が興味深L立乙ろです。 (間淵一博)

京都市中京区橋下町
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理策と社会 ・2010.8 3 


